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Ⅰ 普通会計財務４表 

総務省方式改訂モデルに基づき、普通会計（一般会計・病院施設会計・

用地会計）決算をベースに財務４表（貸借対照表、行政コスト計算書、

純資産変動計算書、資金収支計算書）を作成しました。 

 

１．貸借対照表 

 

（１）貸借対照表とは 

会計年度末における本区の資産と債務の状況を示すものです。貸借対照

表の構成は、左側に資産を表し、右側に負債と純資産を一覧で表します。 

 

（２）貸借対照表の勘定科目とその内容 

【資産の部】 

勘定科目 内   容（説   明） 

１ 公共資産   

 (１)有形固定資産  有形固定資産は、地方財政状況調査表（決算統計）が現在の様式にな

った昭和４４年度以降の数値をもとに、減価償却をした数値を計上し

た。 

（平成２３年度に整備した福祉施設や道路などの建設費や土地取得費

はそのまま取得価格とし、平成２２年度以前の学校などの償却資産は、

定められた耐用年数により、定額法で減価償却した） 

 (２)売却可能資産  公共資産のうち、現在行政目的に使用していない資産を再調達価額に

よる評価額で計上した。（土地の評価は路線価にて評価替え） 

２ 投資等 

 (１)投資及び 

   出資金 
首都圏新都市鉄道株式会社、外郭団体などへの出資金を計上した。 

 (２)貸付金 奨学資金貸付金、保健福祉修学資金などの各種貸付金を計上した。（返

済期限未到来の債権の額） 

 (３)基金等 財政調整基金、減債基金を除く全ての基金を計上した。 

(４)長期延滞債権  納付期限や回収期限から１年を経過している区民税や貸付金などの

未収金を計上した。（平成２２年度以前の滞納繰越分） 

(５)回収不能 

見込額 

 貸付金及び長期延滞債権のうち、回収不能となることが見込まれる金

額をマイナス（△）表示で計上した。金額は区民税や貸付金といった債

権（種目）ごとに過去５年間の不納欠損額と滞納繰越収入額の平均値か

ら算出した。 
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３ 流動資産 

 (１)現金預金 財政調整基金、減債基金、歳計現金の平成２３年度末残高を計上した。

（満期一括償還方式で発行した特別区債に対する減債基金積立額を含

む） 

(２)未収金 平成２３年度の未収金のうち、滞納期間が１年未満の債権（平成２３

年度現年分調定）のみを「地方税」と「その他」に区分して計上した。

また、長期延滞債権と同様に平成２４年度以降に回収不能となることが

見込まれる金額を、２投資等（５）の算出方法により回収不能見込額と

して計上した。 

 

【負債の部】 

勘定科目 内   容（説   明） 

１ 固定負債   

 (１)地方債 特別区債のうち平成２５年度以降に償還するものを計上した。（満期

一括償還方式で発行した特別区債に対する減債基金積立額を含む） 

(２)長期未払金 既に物件の引渡しやサービスの提供を受けたものについて、まだ支払

っていない額、あるいは債務保証や損失補償の履行が決定した平成２５

年度以降の支出予定額を計上した。 

(３)退職手当 

     引当金 

全職員（平成２４年度退職予定者を除く）が平成２３年度末時点で自

己都合により退職すると仮定した場合に必要となる退職手当の金額を

計上した。（平成２３年度末退職者を除く） 

２ 流動負債  

 (１)翌年度償還 

   予定地方債 

特別区債のうち平成２４年度償還予定額を計上した。（満期一括償還

方式で発行した特別区債に対する減債基金積立額を含む） 

(２)短期借入金 収支不足が発生した場合の、翌年度予算からの前借り額を計上した。 

(３)未払金 固定負債の長期未払金が平成２５年度以降の支出予定額であるのに

対し、平成２４年度支出予定額を計上した。 

(４)翌年度支払 

  予定退職手当 
職員に支払う退職手当のうち平成２４年度支払予定額を計上した。 

(５)賞与引当金 平成２４年６月支給予定の賞与のうち、平成２３年度末時点で、既に

発生している額を計上した。 

 

【純資産の部】 

勘定科目 内   容（説   明） 

１ 公共資産等整備 

    国都補助金等 

区民サービスを提供するための財産を取得した財源のうち国・都から

の補助金を計上した。 

２ 公共資産等整備 

一般財源等 

区民サービスを提供するための財産を取得した財源のうち、上記の国

都補助金等と（建設）地方債を除いた部分を計上した。 

３ その他一般財源等 公共資産等整備国都補助金等及び公共資産等整備一般財源等、資産評

価差額以外のものを計上した。将来の財源が補填されない限り、自由に

使用できる財源が不足するため、マイナス（△）表示となる。 

４ 資産評価差額 売却可能資産の帳簿価額と売却可能価額との差額や、投資及び出資金

のうち市場価格のある有価証券の取得価額と時価との差額などを計上

した。 

 



（単位：千円）

[資産の部] [負債の部]

１　公共資産 １　固定負債

(1) 有形固定資産 (1) 地方債 17,161,966

①生活インフラ・国土保全 60,438,136 (2) 長期未払金

②教育 89,397,746 ①物件の購入等

③福祉 37,710,905 ②債務保証又は損失補償

④環境衛生 21,012,134 ③その他

⑤産業振興 4,915,926 長期未払金計 0

⑥消防 10,671,121 (3) 退職手当引当金 12,254,701

⑦総務 20,952,579 固定負債合計 29,416,667

有形固定資産合計 245,098,547

(2) 売却可能資産 2,540,223 ２　流動負債

公共資産合計 247,638,770

(1) 翌年度償還予定地方債 2,972,853

２　投資等 (2) 短期借入金（翌年度繰上充用金） 0

(1) 投資及び出資金 (3) 未払金 0

①投資及び出資金 10,868,975 (4) 翌年度支払予定退職手当 1,399,384

②投資損失引当金 0 (5) 賞与引当金 488,744

投資及び出資金計 10,868,975 流動負債合計 4,860,981

(2) 貸付金 244,323

(3) 基金等 負　　債　　合　　計 34,277,648

①退職手当目的基金 0

②その他特定目的基金 16,537,010

③土地開発基金 0 [純資産の部]

④その他定額運用基金 224,000 １　公共資産等整備国都補助金等 17,265,643

⑤退職手当組合積立金 0

基金等計 16,761,010 ２　公共資産等整備一般財源等 233,253,044

(4) 長期延滞債権 1,143,160

(5) 回収不能見込額 △ 555,507 ３　その他一般財源等 368,024

投資等合計 28,461,961

４　資産評価差額 9,895,699

３　流動資産

(1) 現金預金 純　 資　 産　 合　 計 260,782,410

①財政調整基金 9,675,782

②減債基金 5,557,303

③歳計現金 3,434,859

現金預金計 18,667,944

(2) 未収金

①地方税 399,231

②その他 34,260

③回収不能見込額 △ 142,108

未収金計 291,383

流動資産合計 18,959,327

資　　産　　合　　計 295,060,058 負 債 ・ 純 資 産 合 計 295,060,058

※　有形固定資産のうち、土地は112,058,070千円です。また、有形固定資産の減価償却累計額は116,678,818千円です。

0

貸借対照表
(平成24年3月31日現在)

0

0

貸　　　　　　　　　　方借　　　　　　　　　　方
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【注記】

１．他団体及び民間への支出金により形成された資産

　  他団体に対して支出した補助金・負担金等により整備された公共資産については、貸借対照表には計上されない

　 ため、その情報を注記しています。

①生活インフラ・国土保全 千円

②教育 千円

③福祉 千円

④環境衛生 千円

⑤産業振興 千円

⑥消防 千円

⑦総務 千円

計 千円

　　 上記の支出金に充当された財源 ①国都補助金等 千円

②地方債 千円

③一般財源等 千円

計 千円

２．債務負担行為に関する情報

　  履行額が未確定で健全化法上の将来負担として算定されていない債務などについては、貸借対照表には計上さ

  れないため、債務負担行為のうち、長期未払金、未払金及び引当金以外の金額を注記しています。

①物件の購入等 千円

②債務保証又は損失補償 千円

（うち共同発行地方債に係るもの 千円

③その他 千円

３．将来負担に関する情報 　（地方公共団体の財政の健全化に関する法律）

　  健全化法に基づき算定される将来負担額には、貸借対照表の負債として計上されるものが含まれます。このた

  め、貸借対照表への計上額と将来負担額との関連性を明らかにするため、将来負担について、貸借対照表に計上

  した金額や契約債務等の金額を内訳として注記しています。

将来負担額 40,268,034 千円

[内訳]　地方債残高 23,045,092 23,045,092 千円

　　　　債務負担行為支出予定額 318,405 0 千円 千円

　　　　公営事業地方債負担見込額 2,275,000 千円

　　　　一部事務組合等地方債負担見込額 975,452 千円

　　　　退職手当負担見込額 13,654,085 13,654,085 千円

　　　　第三セクター等債務負担見込額 0 0 千円 千円

　　　　連結実質赤字額 0 千円

　　　　一部事務組合等実質赤字負担額 0 千円

基金等将来負担軽減資産 78,458,309

[内訳]　地方債償還額等充当基金残高 32,467,101

　　　　地方債償還額等充当歳入見込額 854,619

　　　　地方債償還額等充当交付税見込額 45,136,589

(差引)将来負担すべき実質的な負債 △ 38,190,275 千円

1,777,934

10,417,990

93,889

1,809,153

2,385,927

420,498

254,547

17,159,938

4,516,541

51,803

0

324,905

3,426,162

73,437

13,660,339

17,159,938

【（翌年度償還予
定）地方債・（長期）
未払金・引当金】

負債計上

【契約債務・
偶発債務】

項目 金額
注記

[内訳]

318,405

0

0

0

2,275,000

975,452
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（３）貸借対照表からわかること 

平成２３年度末現在の資産の合計は、約２，９５１億円となっていま

す。資産のうち、社会資本整備を表す公共資産が約２，４７６億円で、

投資等は約２８５億円、流動資産は約１９０億円となっています。公共

資産のうち、有形固定資産は区民サービスを提供するための資産です。

その内訳を見ますと、「教育」が約８９４億円、「生活インフラ・国土保

全」が約６０４億円と、この２つで約６１％を占め、これまでに小中学

校、図書館、体育施設などの教育関係施設や道路、公園などのインフラ

を中心に整備してきたことがわかります。 

一方、負債は約３４３億円であり、資産合計に対し約１２％の比率と

なっています。そのうち、固定負債の地方債と流動負債の翌年度償還予

定地方債を合わせた区の地方債現在高は約２０１億円となっています。

資産と負債の差額である純資産は約２，６０８億円となっています。 

平成２２年度と比較しますと、資産の部では、公共資産は土地の取得

や施設整備といった資本的支出が、資産価値減少分である減価償却費を

下回ったことなどにより、約４６億円の減少となっています。投資等は、

公共施設建設基金、環境整備基金などの特定目的基金を取り崩したこと

などにより、約１４億円の減少となっています。また、流動資産は歳計

現金の増加などにより、約３億円の増加となっています。 

負債の部では、固定負債が地方債の減少により、約２９億円の減少と

なり、更に流動負債が翌年度償還予定地方債などの減少により、約３億

円の減少となっています。 

この結果、資産合計から負債合計を差し引いた純資産合計額は２２年

度に対して約２５億円の減少となっています。 
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２．行政コスト計算書 

 

（１）行政コスト計算書とは 

１年間の行政活動のうち、人件費や社会保障給付など資産形成につな

がらない行政サービスをコストという側面から把握するもので、行政活

動の効率性やコスト構造を明らかにします。本計算書では、教育、福祉、

総務などの目的別経費（列）と人件費、物件費、減価償却費、社会保障

給付などの性質別経費（行）をマトリックス（行列）により分類してい

ます。 

行政コスト計算書は、企業会計における損益計算書に対応するものと

言えますが、損益計算書が一会計期間の営業活動に伴う収益と費用を対

比して当期純利益を計算するのに対して、行政コスト計算書は一会計期

間の経常的な行政活動に伴う費用（経常行政コスト）と、その行政活動

と直接の対価性のある使用料・手数料などの収益（経常収益）を対比し

て純経常行政コストを算出する点で大きく異なります。  

 

 

（２）行政コスト計算書の経費の分類 

目的別経費（列） 

区  分 経 費 内 容 

 

行政目的別 

（ ）内は決算統計上の 

 区分 

生活インフラ・国土保全（土木費）、教育（教育費）福祉

（民生費）、環境衛生（衛生費）、産業振興（農林水産業

費、労働費、商工費）、消防（消防費）、総務（総務費）

議会（議会費）、その他行政コスト（諸支出金、公債費の

うち物件費） 
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性質別経費（行） 

区  分 経 費 内 容 

１ 人にかかるコスト 

 

（行政サービスの担い手

である職員に要するもの） 

（１）人件費（普通会計の人件費から退職金及び前年度

の貸借対照表に計上した賞与引当金の額を控除し

た金額） 

（２）退職手当引当金繰入等（当該年度において新たに

退職手当引当金として繰入れする金額） 

（３）賞与引当金繰入額（貸借対照表に計上した賞与引

当金と同額を計上） 

２ 物にかかるコスト 

 

（地方公共団体が最終消

費者になっているもの） 

（１）物件費（賃金、消耗品等の需用費、委託料、備品

購入費などの金額） 

（２）維持補修費（公共施設などを維持管理するために

必要な金額） 

（３）減価償却費（貸借対照表で計上した資産について

の減価償却額で、現金の増減を伴わない資産の減少

額） 

３ 移転支出的なコスト 

 

（他の主体に移転して効

果が出てくるようなもの） 

（１）社会保障給付（生活保護や子ども手当など、区が

現金等を直接支給する経費） 

（２）補助金等（負担金補助及び交付金、報償費などの

経費） 

（３）他会計等への支出額（国民健康保険、介護保険な

どの特別会計に対して、普通会計の負担相当額を繰

出した額） 

（４）他団体への公共資産整備補助金等（他団体等の資

産形成のために区が行う補助等の経費） 

４ その他のコスト 

 

（上記に属さないもの） 

（１）支払利息（特別区債の当該年度の利子償還分を計

上、なお元金償還分は貸借対照表上で計上） 

（２）回収不能見込計上額(貸借対照表の当該年度末に

おける回収不能見込額から、前年度末における回収

不能見込額を控除し、当該年度の不納欠損額を加算

した額を計上) 

（３）その他行政コスト（失業対策費をはじめ、上記以外

のコストを合計額で計上） 
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（３）行政コスト計算書からわかること 

平成２３年度における本区の１年間の行政コストは約８３０億円とな

っています。これを行政目的別に見ますと、福祉が約４７５億円で全体

の５７％を占めており、主なものは、生活保護費や子ども手当などの社

会保障給付や、国民健康保険事業会計繰出金などの他会計等への支出額

となっています。一方、性質別に見ますと、社会保障給付や補助金など

の移転支出的なコストが約４６３億円で全体の５６％と最も高く、人に

かかるコストは約１６４億円で、２０％となっています。 

また、経常行政コストに対する経常収益の割合は４.５％となっており、

費用の約９５％は受益者負担以外の特別区税などの一般財源や、国・都

支出金でまかなわれていることがわかります。 

平成２２年度と比較しますと、経常行政コストは約１３億円増加して

います。大きな要因は、人にかかるコストが約９億円増加していること

で、その内訳は人件費が約５億円の増、退職手当引当金繰入等が約４億

円の増となっています。物にかかるコストでは、基幹系業務システム委

託料など物件費の増により約５億円増加しています。移転支出的なコス

トでは、社会保障給付が約１７億円の増となっていますが、他会計等へ

の支出額など約２５億円の減により約８億円減少しています。また、そ

の他のコストでは回収不能見込計上額の増により約７億円増加していま

す。 

 

 

 

 

 



　【経常行政コスト】

総　　額 （構成比率）
生活インフラ・
国土保全

教　育 福　祉 環 境 衛 生

（１）人件費 14,516,954 17.5% 1,334,093 2,285,623 3,679,842 2,275,874

（２）退職手当引当金繰入等 1,420,722 1.7% 128,553 187,044 385,543 247,476

（３）賞与引当金繰入額 488,744 0.6% 39,176 77,829 125,797 77,739

小　　計 16,426,420 19.8% 1,501,822 2,550,496 4,191,182 2,601,089

（１）物件費 12,006,316 14.5% 1,195,081 3,387,760 1,548,091 2,748,403

（２）維持補修費 759,294 0.9% 288,275 93,880 21,580 324,903

（３）減価償却費 6,067,653 7.3% 1,416,281 1,912,510 1,055,160 720,425

小　　計 18,833,263 22.7% 2,899,637 5,394,150 2,624,831 3,793,731

（１）社会保障給付 31,407,694 37.8% 280,551 30,777,033 350,110

（２）補助金等 5,561,376 6.7% 327,953 606,457 1,169,673 1,220,135

（３）他会計等への支出額 8,470,965 10.2% 0 0 8,470,965 0

（４）他団体への
　　　公共資産整備補助金等

826,135 1.0% 266,936 30,000 218,934 43,447

小　　計 46,266,170 55.8% 594,889 917,008 40,636,605 1,613,692

（１）支払利息 486,970 0.6%

（２）回収不能見込計上額 975,109 1.2%

（３）その他行政コスト 0 0% 0 0 0 0

小　　計 1,462,079 1.8% 0 0 0 0

82,987,932 4,996,348 8,861,654 47,452,618 8,008,512

（　構　成　比　率　） 6.0% 10.7% 57.2% 9.7%

　【経常収益】

１ 使 用 料 ・ 手 数 料 ｂ 3,096,909 561,238 223,287 400,456 439,078

２ 分担金・負担金・寄附金 ｃ 594,728 69,591 2,612 201,712 303,096

3,691,637 630,829 225,899 602,168 742,174

ｄ／ａ 4.45% 12.6% 2.5% 1.3% 9.3%

79,296,295 4,365,519 8,635,755 46,850,450 7,266,338

そ
の
他
の
コ
ス
ト

自　平成23年4月  1日         

至　平成24年3月31日         

                                                                            行政コスト計算書   

（差引）純経常行政コスト ａ－ｄ

経 常 行 政 コ ス ト ａ

経 常 収 益 合 計
（ ｂ ＋ ｃ ） ｄ

　　　　　　　　　　　　　　　　　目的別
性質別

人
に
か
か
る
コ
ス
ト

物
に
か
か
る
コ
ス
ト

移
転
支
出
的
な
コ
ス
ト
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（単位：千円）

産 業 振 興 消　防 総　務 議　会 支 払 利 息
回収不能
見込計上額

その他

787,592 117,768 3,423,750 612,412 0

83,770 13,489 362,915 11,932 0

26,630 3,912 116,643 21,018 0

897,992 135,169 3,903,308 645,362 0

314,177 222,172 2,544,551 45,915 166

3,321 2,074 25,261 0

84,877 104,249 774,151

402,375 328,495 3,343,963 45,915 166

1,652,258 49,597 485,803 49,500 0

0 0 0 0

71,290 175,553 19,975 0

1,723,548 225,150 505,778 49,500 0

486,970

975,109

0 0 0 0 0

0 0 0 0 486,970 975,109 0

3,023,915 688,814 7,753,049 740,777 486,970 975,109 166

3.6% 0.8% 9.3% 0.9% 0.6% 1.2% 0.0%

一般財源
振替額

5,405 0 241,368 0 0 0 1,226,077

300 779 4,193 0 0 0 12,445

5,705 779 245,561 0 0 0 1,238,522

0.2% 0% 3.2% 0% 0% 0%

3,018,210 688,035 7,507,488 740,777 486,970 975,109 166 △ 1,238,522
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３．純資産変動計算書 

（１）純資産変動計算書とは 

純資産（資産から負債を引いた残余）が１年間にどのように増減したか

を明らかにするものです。総額としての純資産の変動に加え、それがどの

ような要因や財源で増減したかを貸借対照表の純資産の部に計上された数

値の変動により表します。 

 （２）純資産変動計算書の主な用語説明  

項目（用語） 内   容（説   明） 

 

表 

 

頭 

公共資産等整備国都補助金等 

公共資産等整備一般財源等 

貸借対照表の「有形固定資産」、「投資及び出資金」、「貸付

金」及び「基金」を形成している財源を計上した。 

その他一般財源等 貸借対照表の公共資産等整備以外の財源を計上した。 

資産評価差額 売却可能資産として新たに貸借対照表に追加計上したこと

に伴う変動額を計上した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 

 

 

 

 

 

 

 

 

側 

期首純資産残高  平成２２年度末の貸借対照表に計上されている純資産残高

を計上した。 

純経常行政コスト  行政コスト計算書の「（差引）純経常行政コスト」の額を、

本表中の「純経常行政コスト」の行にある「その他一般財源

等」の列にマイナス（△）表示で計上した。 

地方税 特別区税（平成２３年度の未収金含む）から平成２２年度

の特別区税の未収金を控除し、その平成２２年度未収金のう

ち平成２３年度に不納欠損となった額を合算して計上した。 

その他行政コスト充当財源 特別区交付金、地方消費税交付金などを計上した。 

災害復旧事業費 降雨、暴風その他の災害によって被害を受けた施設等を復

旧するための事業費を計上した。 

公共資産除売却損益 平成２３年度に売却した公共資産（土地、建物）の帳簿価

額と売却額との差額を計上した。 

公共資産整備への財源投入  貸借対照表の公共資産を整備するために投じられた財源の

変動（その他一般財源→公共資産一般財源）を計上した。 

貸付金・出資金等への財源投入  貸借対照表の「投資及び出資金」、「貸付金」、「基金」に投

じられた財源の変動（その他一般財源→公共資産一般財源）

を計上した。 

貸付金・出資金等の回収等に

よる財源増 

 貸借対照表の「投資及び出資金」、「貸付金」、「基金」の返

済等による財源の変動（公共資産一般財源→その他一般財源）

を計上した。 

減価償却による財源増 減価償却による公共資産等形成の財源からの変動（公共資

産国都補助金及び公共資産一般財源→その他一般財源）を計

上した。 

資産評価替えによる変動額 売却可能資産として新たに貸借対照表に追加計上したこと

に伴う変動額や、資産評価替えに伴う差額（公示地価や路線

価格）を計上した。 

期末純資産残高 

 

期首純資産残高から資産の増減となる要因を合算し、平成

２３年度末の純資産残高を計上した。 
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（単位：千円）

純資産合計
公共資産等整備
国都補助金等

公共資産等整備
一般財源等

その他
一般財源等

資産評価差額

期首純資産残高 263,258,630 17,032,781 236,295,552 △ 637,455 10,567,752

純経常行政コスト △ 79,296,295 △ 79,296,295

一般財源

地方税 18,315,450 18,315,450

地方交付税 0 0

その他行政コスト充当財源 32,643,734 32,643,734

補助金等受入 26,518,727 814,867 25,703,860

臨時損益

災害復旧事業費 △ 21,480 △ 21,480

公共資産除売却損益 22,983 22,983

投資損失 0 0

0 0

科目振替

公共資産整備への財源投入 2,627,199 △ 2,627,199

公共資産処分による財源増 0 △ 8,016 20,730 △ 12,714

貸付金・出資金等への財源投入 3,878,327 △ 3,878,327

貸付金・出資金等の回収等による財源増 0 △ 6,415,776 6,415,776 0

減価償却による財源増 △ 582,005 △ 5,485,648 6,067,653 0

地方債償還に伴う財源振替 2,361,406 △ 2,361,406

資産評価替えによる変動額 △ 659,339 △ 659,339

無償受贈資産受入 0 0

その他 0

期末純資産残高 260,782,410 17,265,643 233,253,044 368,024 9,895,699

純資産変動計算書

自　平成23年4月  1日
至　平成24年3月31日

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）純資産変動計算書からわかること 

本区の期末純資産残高は約２，６０８億円となっており、期首純資産残高約

２，６３３億円に比べ約２５億円減少しています。その内訳は、行政コスト計

算書の「純経常行政コスト」による約７９３億円の減少、経常的な財源である

「地方税（特別区税）」による約１８３億円、「その他行政コスト充当財源（特

別区交付金など）」による約３２７億円、「補助金等受入（国・都支出金）」に

よる約２６５億円、合計約７７５億円の増加となっています。行政コストが財

源調達を上回っていますが、これは特別区税や特別区交付金が２２年度に比べ

て増加となったものの、社会保障給付の増加がそれを上回ったことなどによる

ものです。そのほか、「災害復旧事業費」による約２千万円の減少、「公共

資産除売却損益」による約２千万円の増加、「資産評価替えによる変動額」

によって約７億円減少しています。
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４．資金収支計算書 

 

（１）資金収支計算書（キャッシュフロー計算書）とは 

１年間の現金の流れを示すものであり、その収支を性質に応じて、「経常

的収支の部」、「公共資産整備収支の部」及び「投資・財務的収支の部」の

３つの区分に表示することで、本区がどのような活動に資金を必要として

いるかを表すものです。 

 

（２）資金収支計算書からわかること 

経常的収支の部では、日常の行政サービスに必要な職員の給料（人件費）

や物品の購入（物件費）などを、地方税（特別区税）や国都補助金などの

収入でどの程度まかなえたかを見ると、差し引きで約７８億円の資金の流

入超過となっています。 

公共資産整備収支の部では、道路や公園、学校などの建設に使った支出

（有形固定資産の取得）を、国都補助金や基金などでどの程度まかなえた

かを見ると、約３０億円不足することとなり、経常的収支の部で発生した

余剰を公共資産整備収支の部に充てることでその分を補っています。本区

が平成２３年度に行った公共資産整備支出約４５億円は、貸借対照表の資

産の部の有形固定資産に新たに計上されたことになります。 

投資・財務的収支の部では、将来の財政運営に備えるための基金の積み

増しや地方債の償還などに、経常的収支の部で発生した余剰分を充ててい

ることがわかります。 

平成２３年度の行政運営の結果、歳計現金は約３億円増加しており、期

末の現金残高は約３４億円となっています。 

 

 



（単位：千円）

人件費

物件費

社会保障給付

補助金等

支払利息

他会計等への事務費等充当財源繰出支出

その他支出

支 出 合 計

地方税

地方交付税

国都補助金等

使用料・手数料

分担金・負担金・寄附金

諸収入

地方債発行額

基金取崩額

その他収入

収 入 合 計

経 常 的 収 支 額

公共資産整備支出

公共資産整備補助金等支出

他会計等への建設費充当財源繰出支出

支 出 合 計

国都補助金等

地方債発行額

基金取崩額

その他収入

収 入 合 計

公 共 資 産 整 備 収 支 額

投資及び出資金

貸付金

基金積立額

定額運用基金への繰出支出

他会計等への公債費充当財源繰出支出

地方債償還額

支 出 合 計

国都補助金等

貸付金回収額

基金取崩額

地方債発行額

公共資産等売却収入

その他収入

収 入 合 計

投 資 ・ 財 務 的 収 支 額

翌年度繰上充用金増減額

当年度歳計現金増減額

期首歳計現金残高

期末歳計現金残高

※1 一時借入金に関する情報
① 資金収支計算書には一時借入金の増減は含まれていません。
② 平成23年度における一時借入金の借入限度額は9,000,000千円です。
③ 支払利息のうち、一時借入金利子は0千円です。
※2 基礎的財政収支（プライマリーバランス）に関する情報
　収入総額 千円
　地方債発行額 △
　財政調整基金等取崩額 △
　支出総額 △
　地方債元利償還額
　財政調整基金等積立額
　　基礎的財政収支 千円

3,782,514
81,028

4,201,428

88,319,617
8,400
0

87,973,331

3,434,859

27,681

169,064

4,227,808

△ 4,406,471

0

0

3,822,663

200,000

8,400

346,286

3,088,573

3,814,840

621,267

892,628

3,305,544

8,634,279

0

1,369,000

194,343

2,358,280

△ 3,013,888

３ 投 資 ・ 財 務 的 収 支 の 部

0

4,542,066

37,452

5,372,168

794,937

792,650

0

0

37,222

33,884,665

81,933,529

7,766,645

２ 公 共 資 産 整 備 収 支 の 部

17,854,490

0

25,723,790

3,092,062

523,881

817,419

31,407,694

5,561,376

486,970

7,540,885

780,774

74,166,884

資金収支計算書

自　平成23年4月  1日

至　平成24年3月31日

１ 経 常 的 収 支 の 部

16,382,869

12,006,316
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Ⅱ 連結財務４表 

 

区全体の財政運営の透明性の一層の向上と、説明責任を果たすために、

区と連携協力して行政サービスを実施している関係団体を一つの行政サー

ビス実施主体とみなして連結財務４表を作成しました。 

公表する財務４表は、①台東区の普通会計ベースと②台東区の公営事業

会計ベースの合算に加え、③台東区の出資比率が５０％以上の法人及び台

東区が加入する一部事務組合・広域連合を含めた連結ベースで作成してい

ます。 

一部事務組合・広域連合との連結割合は、原則として規約に基づく平成

２３年度の経費負担割合となっています。 

  

【連結の対象範囲】 

     

                     

                   国民健康保険事業会計   

       一般会計       後期高齢者医療会計   

       用地会計       介護保険会計 

       病院施設会計    介護サービス事業会計 

                  駐車場整備事業会計 

                                                     

台東区土地開発公社  特別区競馬組合 

（公財）台東区芸術文化財団 特別区人事・厚生事務組合 

（福）台東区社会福祉事業団 東京二十三区清掃一部事務組合  

（財）台東区産業振興事業団 東京都後期高齢者医療広域連合 

（福）台東つばさ福祉会 

 

 

③連結ベース 

②公営事業会計合算（区全体）ベース 

①普通会計ベース 



（単位：千円）

[資産の部] [負債の部]

１　公共資産 １　固定負債

(1) 有形固定資産 (1) 地方公共団体

①生活インフラ・国土保全 81,404,223 ①普通会計地方債 17,161,966

②教育 89,397,746 ②公営事業地方債 4,305,772

③福祉 42,955,368  地方公共団体計 21,467,738

④環境衛生 35,963,552 (2) 関係団体

⑤産業振興 4,915,926 ①一部事務組合・広域連合地方債 954,336

⑥消防 10,671,121 ②地方三公社長期借入金 0

⑦総務 21,007,762 ③第三セクター等長期借入金 0

⑧収益事業 116,913  関係団体計 954,336

⑨その他 1,405 (3) 長期未払金 0

有形固定資産合計 286,434,016 (4) 引当金 12,440,777

(2) 無形固定資産 10,416 （うち退職手当等引当金） 12,438,965

(3) 売却可能資産 2,540,223 （　　その他の引当金） 1,812

公共資産合計 288,984,655 (5) その他 795

固定負債合計 34,863,646

２　投資等

(1) 投資及び出資金 10,218,780 ２　流動負債

(2) 貸付金 251,986 (1) 翌年度償還予定額

(3) 基金等 18,682,089 ①地方公共団体 3,852,352

(4) 長期延滞債権 2,190,105 ②関係団体 287,864

(5) その他 26,077  翌年度償還予定額計 4,140,216

(6) 回収不能見込額 △ 1,154,576 699

投資等合計 30,214,461 (3) 未払金 371,327

(4) 翌年度支払予定退職手当 1,427,785

(5) 賞与引当金 543,812

３　流動資産 (6) その他 41,357

(1) 資金 22,235,458 流動負債合計 6,525,196

(2) 未収金 2,004,209

(3) 販売用不動産 0 負　　債　　合　　計 41,388,842

(4) その他 153,794

(5) 回収不能見込額 △ 147,676 [純資産の部]

流動資産合計 24,245,785 １　公共資産等整備国都補助金等 30,391,650

２　公共資産等整備一般財源等 256,518,242

３　他団体及び民間出資分 2,031

４　繰延勘定 3,449 ４　その他一般財源等 4,776,086

５　資産評価差額 10,371,499

純資産 合計 302,059,508

資　　産　　合　　計 343,448,350 負債及び純資産合計 343,448,350

連結貸借対照表

（平成２４年３月３１日現在）

借　　　　　　　　　　方 貸　　　　　　　　　　方
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(2) 短期借入金（翌年度繰上充用金を含む）


